
令和５年 ９ 月 ８ 日　様式３

静岡市における住宅・建築物及び市街地の安全性の向上（防災・安全）
平成31年～令和４年度（４年間） 静岡市

住宅・建築物の耐震化や住宅市街地の防災対策を行うことにより、人的・物的被害の減少を図り、災害に強いまちづくりを実現する。

市内における住宅の耐震化率を90.3％から92.7％へ上げる。
市内都市計画区域内における道の拡幅部分の合計長さを34.2kmから37.4kmへ整備する。
市内における中規模（300㎡以上1,000㎡未満）建築物のうち露出した吹付アスベストがある恐れのある民間建築物の対応率を0％から50％へ上げる。

（H31年度当初） （R４年度末）
① 住宅・土地統計調査等の統計データや事業実施状況をもとに算出する。

住宅の耐震化率＝耐震性が確保された住宅数／全住宅数

② 事業の実施状況をもとに算出する。
狭あい道路拡幅整備延長

③ 平成30年度に実施した実態調査で報告された中規模（300㎡以上1,000㎡未満）建築物リストをもとに算出する。

対応率＝指導により対応済み建築物数／実態調査報告時未対応建築物数

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ16　住環境整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H31 R2 R3 R4

A16-001 住宅 一般 静岡市 直接 静岡市 - - 静岡市 296

A16-002 住宅 一般 静岡市 間接 個人 - - 静岡市 36

A16-003 住宅 一般 静岡市 間接 個人 - - 静岡市 4

A16-004 住宅 一般 静岡市 間接 個人 - - 静岡市 12

A16-005 住宅 一般 静岡市 間接 個人 - - 静岡市 659

A16-006 住宅 一般 静岡市 直接 静岡市 - - 静岡市 66

A16-007 住宅 一般 静岡市 間接 個人 - - 静岡市 9

合計 1,082

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H31 R2 R3 R4

合計

社会資本総合整備計画　事後評価書(中間評価書）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,082百万円 Ａ 1,082百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0 Ｃ 0
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0% 50%

90.3% 92.7%

34.2km 37.4km

事後評価の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

住宅・建築物耐震改修事業

がけ地近接等危険住宅移転事業

住宅の耐震化の計画的実
施の誘導に関する事業並
びにこれに附帯する事業
等
危険な住宅の除却、代わ
る住宅の建設・購入、事
業計画の策定等に関する
事業

（事業箇所）

狭あい道路整備等促進事業

狭あい道路整備等促進事業

住宅・建築物アスベスト改修事業

住宅・建築物アスベスト改修事業

住宅・建築物耐震改修事業

狭あい道路拡幅整備に係
る測量・委託等、指定道
路台帳整備

狭あい道路拡幅整備に係
る助成

アスベスト含有調査等に
関する事業

アスベスト除却等に関す
る事業

住宅・建築物の耐震診断
及び耐震改修等

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

学識経験者等の第三者で構成される静岡市公共事業評価委員会による審査を実施する。

令和５年度

委員会での審議結果等を市のホームページに掲載する。



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H31 R2 R3 R4

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・住宅の耐震改修工事へ助成を行うことで、地震による被害及び人命や財産の損失を未然に防止した。
 ・緊急車両の通行可能な空間の確保や、快適な住環境の形成につながった。災害に強い基盤を形成した。

Ⅰ定量的指標に関連する  ・吹付アスベストの飛散による市民の健康被害の発生を防止すると共に、健康被害に対する市民の不安の解消をすることができた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 92.70%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 92.60%

最終目標値 37.4km
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 37.22km

最終目標値 50%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 50%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

おおむね目標を達成した。当該事業は申請主義であり、受付件数は例年どおりの件数で受付けたが、敷地
の面積や状況で延長が異なるため、結果的には下回った。

おおむね目標を達成した。新型コロナウイルス感染症の影響により、説明会の開催や自宅訪問が難しく、
周知方法が、広報誌やダイレクトメールに限られている。

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

・住宅・建築物耐震改修事業については、静岡市第３次耐震改修促進計画の目標にかがけている令和７年度末の住宅の耐震化率95％の達成に向け、引き続き継続する。今後とも耐震化の必要性を周知し、
　耐震化を促進していく。

 ・狭あい道路整備等促進事業については、引き続き継続する。市民の協力が必要であることから、広く市民に制度を理解してもらえるよう、より効果的にPRを図っていく。
 ・住宅・建築物アスベスト改修事業については、国土交通省の補助事業の終了年度（令和７年度）までに、対応率を上げるために制度のPRを図っていく。

指標②（狭あい
道路拡幅整備延
長）

指標③（市内に
おける中規模
（300㎡以上
1,000㎡未満）建
築物のうち露出
した吹付アスベ
ストがある恐れ
のある民間建築
物の対応率）

指標①（住宅の
耐震化率）

一体的に実施することにより期待される効果


